






















ドイツの心理学者ビューレノレ (KarlBuhler 1879-1963) は、心理言語学の立場から言語 3




いわゆる ((emotive))(情動的機能)、 ((referential) (指向機能人 ((conative))(働きかけ機能人
((phatic)) (話しかけ機能)、 ((poetic))(詩的機能)、 ((metalinguistic))(記述用言語の機能)で
ある。
リーチ (GeoffreyLeech 1936-2014) はどューレノレやヤコブソンの研究を踏まえ、言語 5
機能説を主張した (Leech(1974))。つまり、 ((expressive))(表現的機能)、 ((informational))(情
報的機能)、 ((directive)) (指令的機能)、 ((phatic))(社交的機能)、 ((aesthetic)) (審美約機能)
である。
サール(1ohnR.Searle 1932-)は発話行為の立場から次のような 5分類説をアピーノレした
(Searle (1979)) 0 ((expressives)) (表出)、((Assertives)) (演述人((directives)) (対動)、
( Commissi ves)) (自告)、 ((Declarations))(宣言)である。
ハジデー (M.A.K.Halliday1925-) は機能主義の立場に立って、発話の 4機能説を主張し
た (Halliday(1985)) 0 ((offer)) (提供)、 ((command))(命令)、 ((question))(質問)、 ((statement))
(陳述)である。
山間・牧原・小野(2010)では、それまでの諸研究、とくにハリデーとサールの理論を汲みこ
みJ 機能説を提出している。すなわち ((expressives))(表出)、 ((Assertives))(演述)、 ((deontics))





6機能はそれぞれ、 <<expressives)) (表出)、 <<Assertives)) (演述人 <<directives)) (指令)、





分類 発話の巨的 適合の方向 誠実性条件 範嬬の伊j
j寅述 事実に関する命 言葉を世界へ 命題に対する信 陳述、主張、
(Assertives) 題が真であるこ (↓) ぷd己託与、、 結論、推論
とに話者が責任 (words-to四world)
を負うこと
:j:~ヨ A木J 聞き手にある行 世界を言葉へ 開き手の行為に 依頼、命令、
(Dir・ectives) 為を行わせよう ( T ) 対する欲求 助言、懇願、
とすること (world -to明 words) 訴え
自告 話し手がある行 世界を言葉へ 話し手の行為に 約束、脅迫、
(Commissives) 為を行うことに ( T ) 対する意図 提供、協力
ついて自ら実任 (world -to-words) 
を負うこと
，立z土コニ百=‘ ある対象の地位 双方向(T↓) なし 命名、賭け、
(Declarations) や状態について (bi-direction) 任命、譲渡ー
何らかの変化を
もたらすこと
表iニ1= 話し手の心理状 無方向 (φ) 話し手の様々な 感謝、祝福、
(Expressives) 態を表現するこ (no direction) 心理状態 謝罪、賞賛
と
形成 会話の形成に貢 一定しない 話し手の額き手 挨拶、交話、
(Formations) 献すること に対する善 的 注意要求、
態度(ポライトネ 言い直し要求
ス)
ビューレノレの 3機能説の一つである ((Appell))(訴え)は、ヤコブソンの((conative)) (働
きかけ機能)と <(phatic)) (話しかけ機能)、のちのリーチ、サーノレの ((directive)) (指令的














































規約的間接発話としては、 r~~訴えたい(と思う) Jのような動詞 f訴える j が使われ
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